
4月開講「さやま市民大学さやま市民大学」
　「さやま市民大学」は、狭山を支える元気な人づくりと人を活

い

かす仕組み
づくりを理念に掲げ、まちづくりを担う人材の育成に取り組んでいます。
　5年度の講座は4月からスタートし、全ての講座を対面式で実施します。
※3月4日㈯に公開講座を行います(16ページに関連記事あり)

■5年度 開講予定講座

講座名 曜日・時間 回数 定員 受講料

地域の「食と農」を活かしたまちづくり応援講座 月曜日
13時30分～15時30分 10回 20名 6,000円

西武文理大学連携 より豊かな生活のためのヒン
トを探す講座(西武文理大学キャンパスで実施)

火曜日
9時30分～11時 10回 20名 6,000円

食品の無駄を考える講座 火曜日
9時30分～11時30分   9回 20名 5,400円

さやま地域(魅力)学講座 水曜日
13時30分～15時30分 11回 20名 6,600円

狭山の元気がここから始まる協働のまちづくり
支援講座

水曜日
13時30分～15時30分 10回 20名 6,000円

狭山の歴史講座 木曜日
13時30分～15時30分 20回 20名 12,000円

地域防災と非常時のアマチュア無線活用講座 土曜日
9時30分～11時30分   4回 20名 2,400円

さやまっ子の遊び支援員養成講座 土曜日
13時30分～15時30分   8回 20名 4,800円

早稲田大学連携 健やかいきがい講座
(早稲田大学所沢キャンパスで実施)

土曜日
10時40分～12時20分 16回 20名 9,600円

■入学を希望する方へ
対象　市内在住・在勤・在学・市内で活動している16歳以上の方
場所　狭山元気プラザ
募集案内・受講申込書　狭山元気プラザ、市役所（自治文化課・1階総合案内）、地区セ
ンター、公民館、入曽地域交流センターに用意。ホームページからもダウンロード可
※ 別途保険料が必要です。学習内容により教材費などがかかる場合があります。応

募者が少ない講座は開講しない場合があります
申込み　2月17日㈮～3月14日㈫に、受講申込書を狭山元気プラザ内さやま市民
大学事務局（〒350‐1304 狭山台1‐21）へ。ホームページやさやまルシェからの
電子申請も可（多数は抽選）

問合せ　さやま市民大学事務局へ
☎2968‐6885 2959‐2785

▲詳細はこちら
さやま市民大学のページへ

※協賛講座とは、さやま市民大学修了生などで構成された市民団体が、企画・運営する講座です

受講生を募集

【自主講座】

【協賛講座】
講座名 曜日・時間 回数 定員 受講料

さやまっ子の学習支援員養成講座 月曜日
13時30分～15時30分 14回 12名 5,000円

パソコン講座 初級コース 火曜日
13時30分～15時30分 22回 20名 22,000円

パソコン講座 応用コース 火曜日
9時30分～11時30分 22回 20名 22,000円
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市長の主な動き
〇1/4…鳥インフルエンザ緊急対策本
部会議 〇1/5・10～13・16～18…新年
度予算 査 定 〇1/6…県と県市長会・県
町村会との新年懇談会 〇1/7…消防出
初式 〇1/8…二十歳の集い 〇1/11・25
…定例庁議 〇1/20…埼玉西部消防組
合正副管理者会議 〇1/26…人権問題
講演会

題字・絵　池原 昭治氏

　間もなく高校受験が本格的に始ま
ります。受験生だと思われる学生た
ちが、図書館や市民交流センター、電
車内などで真剣に参考書と向き合う
姿を見かけることが増えました。こ
の世代は中学校に入学後、新型コロ
ナウイルス感染症による一斉休校や、
その後も緊急事態宣言など、数々の
制約の中で学校生活を送ってきまし
た。そんな彼らですから、コロナ禍

か

に
自分と向き合い、たくましく成長して
いるはずです。全ての受験生が志望
校に合格することを祈っています。
　私が受験科目の中で得意だったの

経済的支援 （出産・子育て応援金）

は、数学の証明問題でした。図形の角
度や線の長さなどから、設問にある
課題を証明するものです。当時、隣の
席の同級生は苦手だったようで、休
み時間の度に何度も「教えて」と頼ま
れました。頼まれると嫌とは言えな
い性分ですので、丁寧に教えると良
いことがありました。一つは、教えら
れるよりも教えた方が設問をより理
解でき、応用することができたこと。
二つ目は、バレンタインデーにチョ
コレートをもらったことです。もち
ろん「義理チョコだからね」と言われ
ましたが、今では良い思い出です。
　　　　　　狭山市長　小谷野 剛

　妊娠期から出産・子育てまで一貫した相談体制による子育て環境を整備するため、面談などをきめ細やか
に実施し、必要な支援につなげる伴走型相談支援の充実を図ります。また、出産・育児用品などの購入負担軽
減のため、経済的支援を実施します。

全ての受験生にエールを

　出産・子育てを応援するため、妊娠届出時と出産後の
面談実施後に、応援金を支給します。

問合せ　保健センターへ
　　　　母子健康手帳交付窓口☎2937-3916
　　　　出産・子育て応援金担当☎2937-3680

時期 サポート内容

妊
娠
期

妊娠
届出時

面談やアンケートを行い、妊娠期から子
育て期の支援について説明します

妊娠
8カ月頃

妊娠中の様子や赤ちゃんとの生活の準
備に関するアンケートを郵送します。ア
ンケートの回答を基に、保健師などが相
談を受けます

産
後

出産～
4カ月頃

◆新生児・産婦訪問
赤ちゃんのいる家庭を対象に助産師な
どが訪問し、母子の健康状態の確認や育
児の相談、子育て支援の情報提供を行い
ます（希望者のみ）

◆こんにちは赤ちゃん訪問
新生児・産婦訪問を受けている家庭以外
で、生後4カ月までの乳児のいる全ての
家庭に保健師などが訪問し、不安や悩み
の相談を受けます

2月から出産・子育て応援事業が始まりました

伴走型相談支援

　妊婦と子育て中の家庭が安心して出産・子育てできる
よう、保健師や助産師がサポートします。

◆子育て応援金
対象　4年4月以降に出産した方　※5年1月31日ま
でに出産された方には、3月上旬から順次必要書類を
郵送します
支給額　新生児1人につき5万円
支給時期　申請を受け付けてから1～2カ月後（予定）
申請方法　新生児・産婦訪問か、こんにちは赤ちゃん訪
問時で申請書を配付。記入後、郵送で提出

◆出産応援金
対象　4年4月以降に妊娠の届け出をした方　※既に
妊娠届を提出された方には、3月上旬から順次必要書
類を郵送します
支給額　妊婦1人につき5万円
支給時期　申請を受け付けてから1～2カ月後（予定）
申請方法　妊娠届の提出時、妊婦が保健師や助産師な
どと面談した際に申請書を提出

広報さやま 2023.2月号　　■市役所☎04‐2953‐1111（代表） 04‐2954‐6262　開庁時間 平日の8時30分～17時15分
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